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各
教
室
の
対
象
者
は
、
40
～
69

歳
の
人
で
、
平
成
24
年
度
ま
た
は

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
結
果
表

（
相
当
す
る
検
診
内
容
）
を
提
出

で
き
る
人
で
す
。

※
各
教
室
先
着
20
人

【
美
姿
勢
教
室
】

◆
対
象
者
…
40
～
69
歳
の
人

◆
会
場
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
日
時
…
７
月
３
日
～
９
月
25
日

の
毎
週
水
曜
日
（
８
月
14
日
は
除

く
）　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
内
容
…
姿
勢
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

フ
ォ
ー
ム
の
修
正
、
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等

◆
申
込
期
限
…
６
月
28
日
㈮

【
肥
満
予
防
教
室
】

◆
対
象
者
…
40
～
69
歳
の
女
性

◆
会
場
…
有
漢
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
日
時
…
12
月
６
日
～
平
成
26
年

３
月
７
日
の
毎
週
金
曜
日
（
12
月

27
日
、
１
月
３
日
は
除
く
）　

午

後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
内
容
…
運
動
実
技

◆
申
込
期
限
…
後
日
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
筋
肉
増
強
教
室
】

◆
対
象
者
…
40
～
69
歳
の
男
性

◆
会
場
…
成
羽
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

◆
日
時
…
９
月
～
12
月
の
水
曜
日

（
月
２
回
）　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

◆
内
容
…
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

◆
申
込
期
限
…
後
日
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

健康意識の向上・健康づくりを目指して

健康づくり教室を開催します
　毎日の健康づくりのきっかけとして、市内３カ所で各種健康教室
を開催します。体幹を鍛え、身体づくりの基礎として興味のある人
は、ぜひご参加ください。

　■問い合わせ・申し込み　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

◆
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
、
お
手
元
に
お
持
ち
の
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
ま
で
で

す
。
７
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険

者
証
（
緑
色
）
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
、

窓
口
で
１
割
ま
た
は
３
割
の
自
己

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ

の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
前
年

の
所
得
等
に
よ
り
、
毎
年
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
被
保

険
者
証
で
は
、
負
担
割
合
が
変
更

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
決
ま
り
方

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り

ま
す
。

保険料、被保険者証についてお知らせします

後期高齢者医療制度
　８月１日から有効となる被保険者証と平成２５年度保険料決定
通知・納入通知書を 7月中旬に郵送します。また、現金で納めて
いただく人には、納付書も併せて郵送します。

　■問い合わせ　保険課健康保険係　☎�０２５８

◆
保
険
料
の
納
付
方
法

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
事
由
に

該
当
し
な
い
人
や
、
年
度
の
途
中

で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入

し
た
人
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替

（
普
通
徴
収
）
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
付
書
に
よ
る
納
付
と
な
っ
て

い
る
人
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
市
指
定
金
融
機
関

な
ど
に
備
え
て
あ
る
「
市
税
等
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
受
付
日
か

ら
手
続
き
完
了
ま
で
に
、
１
カ
月

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
か
ら
の
保
険
料
の

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
金
融

機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を

行
っ
て
か
ら
、
保
険
課
、
各
地
域

局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1 人当たり年間保険料
（限度額 55万円）

＝

＋
均等割額

（45,000 円）

所得割額
（所得－33万円）

×
所得割率
（8.97％）

所得区分 判　　定　　基　　準 一部負担金割合

現役並み所得者 住民税の課税所得額（各種控除後）が 145万円以上ある人や、
その被保険者と同じ世帯にいる被保険者 ３割

一　　　般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人

１割
低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

低所得者Ⅰ
世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・
控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し引い
たときに0円となる人および老齢福祉年金受給者

◆
一
部
負
担
金
の
割
合

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得
区

分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

※所得の低い人は、世帯の所得水準
に応じて均等割額が軽減されます。

　環境への負担を少なくする取り組みの第一歩として、手軽にでき交通事故防止にも効果が高い、環境に配
慮した自動車運転の「エコドライブ」。ゆっくりとした発進に心掛けたり、無駄なアイドリングをやめたり
すれば、燃料の節約になります。また、地球温暖化に影響を与える二酸化炭素の排出量を減らすとともに、
大気汚染の原因となる窒素酸化物や粒子状物質の減少にもつながります。
　県は、「エコドライブ宣言者」を募集しています。詳しくは、ホームページ（http://www.pref.
okayama.jp/page/detail-11481.html）をご覧ください。

地球と走ろう

環境にやさしいエコドライブで
　私たちの住む高梁市は、「いつまでも暮らしたい自然・歴史・風
情のあるまち高梁」を望ましい環境像として掲げ、環境への負担が
少ない持続可能な地域社会づくりに取り組んでいます。皆さんも環
境に配慮した自動車運転「エコドライブ」を始めましょう。
　■問い合わせ　環境課環境政策係　☎�０２５９

『エコドライブ 10のすすめ』
①ふんわりアクセル「ｅスタート」
　発進するときは、穏やかにアクセルを踏ん
で発進しましょう。

②車間距離をとり、加減速の少ない運転
　車間距離は余裕をもって、交通状況に応じ
た安全な定速走行に努めましょう。

③減速時は早めにアクセルを離そう
　信号が変わるなど停止することがわかった
ら、早めにアクセルから足を離しましょう。

④エアコンの使用は適切に
　気象条件に応じて、こまめに温度・風量の
調整を行いましょう。

⑤ムダなアイドリングはやめよう
　待ち合わせや荷物の積み下ろしなどによる
駐停車の際は、アイドリングを止めましょう。

⑥渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
　出かける前に計画・準備をして、渋滞や道
路障害等の情報をチェックしましょう。

⑦タイヤの空気圧から始める点検・整備
　タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な
点検・整備を実施しましょう。

⑧不要な荷物はおろそう
　必要のない荷物は車からおろしましょう。車
の燃費は、荷物の重さに大きく影響されます。

⑨走行の妨げとなる駐車はやめよう
　迷惑駐車の少ない道路では、平均速度が向
上し、燃費の悪化を防ぎます。

⑩自分の燃費を把握しよう
　車の燃費を把握することを習慣にしましょ
う。自分のエコドライブ効果が実感できます。

　市は、在宅医療に関する普及啓発を促進するため、平成25年度第1回高梁市
在宅医療連携拠点事業推進協議会を開催しました。医療関係者、介護関係者、福
祉関係者に委員を委嘱。連携を円滑にするための講演会や調査研究するための専
門部会の設置など、平成25年度の事業計画について協議しました。
　この協議会は、県から在宅医療連携拠点事業の委託を受け、医師会等の協力で
在宅での医療と介護の連携を図るため、医師、看護職員、介護支援専門員等の多
職種協働による在宅医療連携支援体制の構築を目指すために設置されました。

■在宅療養者の支援体制づくりを進めていきます

■問い合わせ　保険課連携推進係　☎�０３０４


